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健保法改正後における
医療費の現状

国本医療費は近年毎年約１兆円程度増加してき
たが、平成９年度は伸び率が大幅に縮小し、平成
１０年度の伸び率は、初のマイナスになる可能性も
でてきた。
このたび健保法改正（平成９年９月）が北海道

における医療費にどのような影響を与えたかを知
るために平成８年１１月より平成９年１０月診療月に
ついて北海道社保支払基金および北海道国保連合
会より資料提供いただき実数を分析した。件数、
点数は季節的変動要因で毎年７月頃より徐々に減
少を始め、９月に底を打つのが通例なため、前月
比は調べず、すべての比較は前年同月比にて行っ
た。

【社保の部】

北海道の社保診療総点数の推移は、調査開始の
平成８年１１月より伸び率がすでに例年より縮小し
ており、平成９年４月からは伸び率がマイナスに
なっている。同年９月は前年同月比で２．３％減、１０
月はさらに減少し４．７％減となっている（図１参照）。
受診件数も傾向は同じで、平成９年９月は前年

同月比で３．０％減、１０月は５．１％減でさらに減少し
た。この傾向は被保険者（本人）、被扶養者でも同
じで、件数・点数の減少は被保険者（本人）の方
が、被扶養者よたも減少幅が大きくなっている。
全国の社保支払基金統計（９月分）でも９月医科

支払確定件数１．７％減。とくに本人は２．６％減。支払
確定金額は８．９％減となっている。ただしこれは患
者負担金を除いた医療機関への支払額であり、た
だちに医療機関への打撃を指し示すものではない。

【国保の部】

道国保の診療総点数の推移は、調査開始の平成

８年１１月より伸び率がすでにほとんどゼロで平成
９年７月より１０月までは伸び率は連続してマイナ
スになっている。平成９年９月は前年同月比で０．２％
減、１０月はさらに減少し０．６％減となっている。
受診率の推移は、４月よりすでに伸び率はマイナ
ス。９月は０．６％減、１０月は２．１％減となっている。
言い替えると９月・１０月平均の１件当たりの費用は
伸び率０．８％増加したが、受診率低下により、１人
当たり費用額は１．１％減、総点数も減少した。
薬剤負担導入による新たな負担については、若

人（７０歳未満）で、政府試案の平均的ケースは５５０
円の新たな負担となっていたが、これは予想外
に、９月で１件当たり薬剤負担額が３７２円、１０月
で３９０円となっており、２カ月の平均１件当たり
薬剤負担額は３８１円となり、試案より約３０％低くな
っている。
老人保健（７０歳以上）でも、政府試案の平均的

ケース９１０円に対し、９月１件当たり薬剤負担額
６４９円、１０月６７７円で、２カ月平均６６３円となって
おり、薬剤負担導入による新たな負担増は予想よ
りも少なかった（表１参照）。
国保中央会のまとめた平成９年度９月診療分の

全国の国保医療費の伸び率は全体で３．０２％増で、
前年同月の伸び率３．９８％とくらべると伸び率は明
らかに低下しており、制度改正による影響が明ら
かになっている。とくに老健分をみると、入院外
の１件当たり日数は５．０７％減と大幅に減少（北海
道では９月６．４％減、１０月８．４％減でさらに大幅に
減少）した。

【まとめ】

以上をまとめると北海道の医療費は調査開始の
平成８年１１月より伸び率の減少が続いていたが、
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平成９年４月の消費税アップの頃より伸び率はマ
イナスになり、平成９年９月の健保法改正によ
り、薬剤の患者一部負担導入や健保本人負担の２
割アップなどの実施によりさらに減少し、１０月に
入るとその減少幅がさらに拡大している。
加えて、金融機関等の破たんにより経済の悪化

が懸念される今日、場合によっては当分マイナス
の一途を辿ることも考えられ、平成１０年度の国民
医療費の伸び率がマイナスに転換する可能性もあ
る。もちろんタクシー料金のように半年位で、も
とに戻る可能性もあり、今後注意深く推移を見守
る必要がある。
また全日本病院協会、札幌市医師会などの９月

診療分のアンケート調査では、外来患者数が２００
床以上の病院では増加しているが、２００床未満では
軒並みダウン。病床規模の小さい病院ほどそのマ
イナス影響が大きい。病院と診療所については、
診療所にもっともきびしい影響があらわれてい
る。健保法改正施行（９月）により受診抑制、患者の
大病院志向の強化となったことがうかがわれる。
平成１０年４月の診療報酬改定は、現在行われて

いる中医協の議論にて決まるが、物価・人件費相
当分１．５％と合理化改定分０．７％を合わせ２．２％の
引き上げが決着し、一方で薬価等が医療費ベース

で２．８％引き下げられ、差し引き０．６％のマイナス
改定となるようだ。
厚生省は１月１３日、平成１０年度国民医療費は平

成９年度改正による縮減効果（２．３％減）と平成
１０年度医療費適正化等による効果（２．４％減）に
より、１人当たり医療費伸び率（３．５％増）およ
び加入者数の伸び率（０．３％増）等を見込んでも
前年度比国民医療費は１．１％減の２８．８兆円との推
計値を発表している。
ただ推計値ではマイナスでも経験的には薬価も

医療費適正化も予想通りには減少せず最終的に全
体の伸びはプラスになるとも考えられる。さらに
総医療費がマイナスになっても、各医療機関の工
夫次第で、薬剤・医療材料などの経費節減にて、
可処分所得が増えることも考えられる。また医薬
分業を考える会員もいるだろう。出来高評価から
包括評価が拡大してきている現在、時代の変化を
読み発想の転換が必要な時代になってきている。
国や保険者からの医療費抑制策が日を追って厳し
さを増し、医療機関の経営は大きく悪化してい
る。良質で効率的な医療を提供するためには、適
切な技術評価を行い、その結果が診療報酬に反映
される仕組みを作る必要がある。そのための議論
をさらに深めていきたい。

区分 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月

H７．１１～H８．１０ ４，０８７ ４，１７２ ３，８０８ ４，０２５ ４，１８７ ４，１０８ ４，１７７ ４，１０６ ４，４７０ ４，１２７ ３，９６１ ４，３３５

H８．１１～H９．１０ ４，１１９ ４，２７９ ４，１４４ ４，００４ ４，３８９ ４，０７９ ４，１５９ ４，１５９ ４，２８６ ４，０８１ ３，８７０ ４，１３３

前年対比（％） １００．７９ １０２．５８ １０８．８４ ９９．４８ １０４．８２ ９９．３０ ９９．５５ １０１．２７ ９５．８８ ９８．８８ ９７．７２ ９５．３３

図１・社保診療総点数の推移

（単位：百万点）

資料提供：北海道社会保険診療報酬支払基金
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医科（外来） 歯科（外来） 調 剤 合 計 政府試案

若
人
（
７０
歳
未
満
）

９
月
分

薬 剤 負 担 額 ２７１，４２９，４１６円 １，７３８，７２８円 ８６，７６１，０９８円 ３５９，９２９，２４２円 現役世代
（７０歳未満）
月２．１回通院し
３種類の薬を
１．５回受け取る
（平均的なケース）

５５０円

費用額に占める割合 ２．５０％ ０．０７％ ５．３２％ ２．３９％
１件当たり薬剤負担額 ３７２円 １４円 ４５２円 ３４３円

１０
月
分

薬 剤 負 担 額 ２９３，０９６，０４５円 １，８６３，０４０円 ９６，５２８，５８０円 ３９１，４８７，６６５円
費用額に占める割合 ２．５３％ ０．０７％ ５．３５％ ２．４２％
１件当たり薬剤負担額 ３９０円 １４円 ４７２円 ３６０円

２カ月平均１件当たり薬剤負担額 ３８１円 １４円 ４６３円 ３５２円

医科（外来） 歯科（外来） 調 剤 合 計 政府試案

老
人
保
健
（
７０
歳
以
上
）

９
月
分

薬 剤 負 担 額 ３４１，５０６，０８８円 ４８５，０３０円 ７１，５７４，８６０円 ４１３，５６５，９７８円 高齢世代
（７０歳以上）
月３．２回通院し
４種類の薬を
２．１回受け取る
（平均的なケース）

９１０円

費用額に占める割合 ３．０９％ ０．０４％ ４．１５％ ２．９６％
１件当たり薬剤負担額 ６４９円 １２円 ５０５円 ５８３円

１０
月
分

薬 剤 負 担 額 ３７１，９８５，４３８円 ５１３，５７０円 ７８，１３９，５４０円 ４５０，６３８，５４８円
費用額に占める割合 ３．１０％ ０．０４％ ４．０１％ ２．９７％
１件当たり薬剤負担額 ６７７円 １２円 ５０９円 ６０４円

２カ月平均１件当たり薬剤負担額 ６６３円 １２円 ５０７円 ５９４円

医 科 歯 科 合 計

入

院

外

４月～
８月の
平 均

一 部 負 担 額 ５４６，２１３，８４３円 ４３，３５２，６３７円 ５８９，５６６，４８０円
費 用 額 に 占 め る 割 合 ４．５９％ ３．５９％ ４．５９％
１件当たり一部負担額 １，０１７円 １，０２０円 １，０１７円

９
月
分

一 部 負 担 額 ５２４，２９５，７２２円 ５２，８２９，９２０円 ５７７，１２５，６４２円
費 用 額 に 占 め る 割 合 ４．７４％ ４．５３％ ４．７２％
１件当たり一部負担額 ９９６円 １，２５９円 １，０１６円

１０
月
分

一 部 負 担 額 ５６４，３５６，１２６円 ５４，２６４，１１２円 ６１８，６２０，２３８円
費 用 額 に 占 め る 割 合 ４．７０％ ４．５０％ ４．６８％
１件当たり一部負担額 １，０２７円 １，２７６円 １，０４５円

２カ月の平均１件当たり一部負担額 １，０１２円 １，２７６円 １，０３０円

一 部 負 担 金 額
費 用 額 に
占める割合

１日当たり
一部負担額

１ 件 当 た り
一 部 負 担 額

入

院

４月～８月の平均 ７３２，５２１，５８９円 ３．７１％ ６９２円 １５，２４４円
９月分 ９９０，９６８，５９０円 ５．２１％ ９７３円 ２１，２０５円
１０月分 １，０３８，６８４，５００円 ５．０８％ ９７５円 ２１，６２０円
２カ月の平均一部負担額 １，０１４，８２６，５４５円 ５．１４％ ９７４円 ２１，４１５円

内
服
薬

投薬毎に１日分につき
１種類 ０円
２～３種類 ３０円
４～５種類 ６０円
６種類以上 １００円

外
用
薬

投薬毎に
１種類 ５０円
２種類 １００円
３種類以上 １５０円

表１ 一部負担金改正による影響

� 薬剤負担導入による新たな負担

� 老人保健一部負担金改正による負担金

※ 老人保健一部負担金
入院外 月１，０２０円→１回５００円×上限４回
入 院 １日当たり７１０円→１，０００円

［改正内容］
※ 薬剤一部負担

・頓服薬：投薬毎に１種類につき１０円

資料提供：北海道国民健康保険団体連合会
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